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施工会社名

事務所名
東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

縮　　尺 ― 図面番号 /

設計会社名

常  盤  台  第  一  高 架  橋  塗  替  塗  装  工  事

横  浜  新  道

図面の種類 数量総括表

数量総括表

Gランプ2号 Eランプ2号 上り線 下り線
Ａ１〜Ｐ３ Ｐ３〜P４ Ｐ４〜Ａ３ Ｐ４〜Ｐ５ Ｐ５〜Ｐ６ Ｐ６〜Ｐ７ Ｐ７〜Ａ２ Ｐ７〜Ｐ８ Ｐ８〜Ａ２ Ｐ６〜Ｐ７ Ｐ７〜Ａ２ A1〜P1 P1〜P2 P2〜P5 P5〜P6 P6〜A2 A3〜P5 A2〜A1 P1〜A2 A1〜P1 A1〜A2 A1〜A2

15 - (10) 防護柵撤去設置工
ガードレールGr−A−４E m 16.0

17 - ( 2) 塗替塗装
塗替塗装（一般部）ｃ−３−（１） m2 1,321.4 2,053.3 380.1 1,002.6 430.3 782.5 570.2 413.6 237.4 432.5 237.4 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 3,052.7 3,052.7 13,966.7

17 - ( 2) 塗替塗装
塗替塗装（一般部）ｘ−（１）（外） m2 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 584.1 1,038.2 2,134.7 820.6 1,144.5 ― 1,164.9 594.1 710.7 ― ― 8,191.8

17 - ( 2) 塗替塗装
塗替塗装（一般部）ｘ−（１）（内） m2 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2,804.5 2,170.8 ― 1,317.9 ― ― 6,293.2

17 - ( 2) 塗替塗装
塗替塗装（特殊部）ｇ−３−（１） m2 78.1 ― ― ― ― ― ― 12.1 7.4 12.1 7.4 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 117.1

17 - ( 2) 塗替塗装
塗替塗装（特殊部）ｄ−（１） m2 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 58.7 58.8 117.5

17 - ( 2) 塗替塗装
塗替塗装（特殊部）ｘ−（１）（外） m2 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 21.7 38.8 81.8 30.7 39.6 ― 92.4 26.4 48.6 ― ― 380.0

17 - ( 2) 塗替塗装
塗替塗装（特殊部）ｘ−（１）（内） m2 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 22.9 ― ― 22.9

17 - ( 2) 塗替塗装
曲面加工（Ｒ面取り） ｍ 824.0 900.0 276.0 528.0 276.0 456.0 336.0 276.0 336.0 312.0 336.0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 448.0 448.0 5,752.0

17 - ( 2) 塗替塗装
塗膜除去Ａ（外） m2 1,399.5 2,053.3 380.1 1,002.6 430.3 782.5 570.2 425.7 244.8 444.6 244.8 605.8 1,077.0 2,216.5 851.3 1,184.1 ― 1,257.3 620.5 759.3 3,052.7 3,052.7 22,655.6

17 - ( 2) 塗替塗装
塗膜除去Ａ（内） m2 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2,804.5 2,170.8 ― 1,340.8 58.7 58.8 6,433.6

19 - ( 1) 交通規制工
路肩規制 Ⅰ×１−ＹＳ（上） 回 2

19 - ( 1) 交通規制工
路肩規制 Ⅰ×１−ＹＳ（下） 回 2

19 - ( 1) 交通規制工
路肩規制 Ⅰ×１−ＹＳ１６（下） 回 13

19 - ( 1) 交通規制工
車線規制 Ⅰ×１×０×２・Ａ１−ＹＳ（上）（夜） 回 5

19 - ( 1) 交通規制工
車線規制 Ⅰ×１×０×１・Ａ１−ＹＳ（下）（夜） 回 9

19 - ( 1) 交通規制工
車線規制 Ⅰ×１×０×１・Ａ２−ＹＳ（上）（夜） 回 3

19 - ( 1) 交通規制工
車線規制 Ⅰ×１×０×１・Ａ２−ＹＳ（下）（夜） 回 3

19 - ( 1) 交通規制工
ランプ閉鎖Ａ１（夜）  回 9

19 - ( 1) 交通規制工
ランプ閉鎖Ａ２（夜）  回 3

19 - ( 1) 交通規制工
ランプ閉鎖Ａ３（夜）  回 5

19 - ( 2) 交通保安要員
交通監視員Ａ 人・日 34

19 - ( 2) 交通保安要員
交通監視員Ａ（夜） 人・日 54

19 - ( 2) 交通保安要員
交通誘導警備員B 人・日 6 139

19 - ( 2) 交通保安要員
交通誘導警備員Ｂ１ 人・日 126

19 - ( 2) 交通保安要員
交通誘導警備員Ｂ１（夜） 人・日 126

特 - ( 1) 落下物防止網撤去設置工
A m2 1,043.3

特 - ( 2) 橋脚補修工
当て板補修 Ａ 箇所 1 1

8.0

126

117

2

54

5

9

3

8.0

2

13

34

16

1,043.3

126

備 考

1*22

3*5

3*7

3*8

2*12

項目番号 数量項 目 単位

常盤台第一高架橋 常盤台第二高架橋
本線 Ｇランプ 上り線 下り線  Dランプ橋 Gランプ1号

新保土ヶ谷ICランプ橋 新藤塚橋

9

3

5

3

一般道終日片側交互規制時

一般道規制時

本線車線規制時
ランプ閉鎖規制時

一般道終日片側交互規制時

本線路肩規制時

２*11

1*13

1　　  48



 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

横浜新道
常盤台第一高架橋塗替塗装工事

設計会社名

事務所名
東日本高速道路株式会社
関東支社  京浜管理事務所

図面の種類 位置図 

縮　　尺 図面番号

位 置 図

KP0.0（玉川IC）

KP16.4(保土ケ谷IC)

第
三

京
浜

道
路

横
浜

新
道

KP10.1(戸塚終点)

KP0.0(保土ケ谷IC)

KP0.0（新保土ケ谷IC）

KP34.0（馬堀海岸ＩＣ）

横
浜

横
須

賀
道

路

国
道

1
号

区
間

新藤塚橋

上り・下り A1～A2 0.134KP～0.246KP

（横浜新道 国道16号区間）

KP1.6（狩場IC）

横
浜

新
道

国
道

1
6
号

区
間

横
浜

横
須

賀
道

路
金

沢
支

線

KP0.0(釜利谷JCT)

KP4.4(並木IC)

常盤台第二高架橋

上り P7～A2 0.333KP～0.378KP

下り P6～A2 0.347KP～0.395KP

（横浜新道 国道1号区間）

常盤台第一高架橋

本線 A1～A3 1.198KP～1.380KP

Gﾗﾝﾌﾟ P4～A2 G0～G134

（横浜新道 国道1号区間）

新保土ヶ谷IC Dランプ橋

A1～A2 D150～D395

新保土ヶ谷IC Eランプ2号橋

A1～A2 E340～E460

新保土ヶ谷IC Gランプ1号橋

A1～A2 G140～G233

新保土ヶ谷IC Gランプ2号橋

A3～P5 G330～G497

（横浜新道 国道16号区間）

KP7.4（川上IC)

工
事

箇
所

KP8.9（日野IC)

工
事

箇
所

法泉高架橋下仮置場

(廃棄物集積場所）

出入口幅員 W=3.50m、桁下高 H=12.5m

KP0.6(保土ケ谷IC)
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橋台 橋台又は橋脚

特殊部補剛材
鋼
桁

塗替塗装 増し塗り範囲

桁下高さ＝３ｍ以内

1
00

増
し

塗
り

【凡例】

：塗替塗装(一般部)c-3-(1)、X-(1)（外）、X-(1)（内）

：塗替塗装 増し塗り

：塗替塗装(特殊部)g-3-(1)、d-(1)、X-(1)（外）、X-(1)（内）

（増し塗り)

次に示す部位については最終下塗りを1層増し塗りするものとする。

・箱型断面主桁端部、Ｉ形断面主桁端部、端対傾構、端部横桁、

 主桁下フランジ（上面、下面、小口）

・上記下フランジと接するウェブ部分（立ち上がり100mm）

　なお、特殊部は、上記によらず増し塗りは行わない。

・桁端部とは、桁端から橋台・橋脚天端外側の第一補剛材までの範囲

 又は、地面との離れが3.0ｍ以内の範囲とする。

・塗替塗装工（一般部）X-1(1)（外）施工箇所は増し塗りを行わない。

補剛材

桁
下

高
さ

＝
３

ｍ
以
内

"ａ"

1
00

増し塗り

1
00

増し塗り

鈑　桁

箱　桁

（一般部)c-3-(1)

(一般部)x-(1)(内)
(特殊部)d-(1)
(特殊部)x-(1)(内)

(一般部)x-(1)(外)
（特殊部)g-3-(1)
(特殊部)x-(1)(外)

（一般部)c-3-(1)
(一般部)x-(1)(外)
（特殊部)g-3-(1)
(特殊部)x-(1)(外)

（対傾構）

1
0
0m
m
(
下
フ

ラ
ン
ジ

上
面
よ

り
)

補強縦桁

（端対傾構）

特殊部

特殊部

増し塗り

特殊部

特殊部 特殊部

1
0
0

塗替塗装

既設部材

添接板

一般部

塗替塗装

既設部材

特殊部

添接板

塗替塗装

既設部材

特殊部 一般部一般部

: 塗替塗装(一般部)

: 塗替塗装(特殊部)

凡例

塗替塗装

: 既存塗装

50mm50mm

50mm50mm

一般部

重ね塗り重ね塗り

重ね塗り重ね塗り

面取り

R=2.0以上

1
00

"ａ"部詳細図

"ｂ"

"ｂ"部詳細図

主桁

増し塗り

面取り

R=2.0以上

1
00

"ａ"部詳細図

"ｂ"部詳細図

主桁

"ｂ"

増し塗り

鈑　桁 箱　桁

鋼　材

ふっ素樹脂塗料
中塗、上塗

既存塗膜

変性エポキシ樹脂塗料
下塗 第2～3層

ジンクリッチペイント
下塗 第1層

カップワイヤまたはやすり等で

既存塗膜表面を目荒し

既存塗膜端の処理は既存塗膜の下塗の鉛系

さび止めペイントを極力出さないようにする

（工具を寝かせ過ぎない）

50mm

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

塗装区分図

東日本高速道路株式会社

関東支社　京浜管理事務所

横浜新道

ー

常盤台第一高架橋塗替塗装工事

塗装区分図

対傾構図

特殊部塗装主桁図（側面図）

局面加工（R面取り）詳細図

塗装境界部の詳細

主桁図（断面図）
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Ｆ
ラ

ン

プ

Ｈ ラ

ン

プ

400040004000

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

東日本高速道路株式会社

関東支社　京浜管理事務所

常盤台第一高架橋塗替塗装工事
横浜横道

ー

防護柵撤去設置工

防護柵撤去設置工

位置図

防護柵撤去設置
①　Ｌ＝8.0ｍ
②　Ｌ＝8.0ｍ

①

②

Ｇランプ1号
橋

Ｅ
ラ
ン
プ
2号

橋

新
藤塚橋

詳細図
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常盤台第一高架橋
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落橋防止装置

ダンパー

落橋防止装置 落橋防止装置

第 3 京 浜

国 道 1号

ラ ン プ

線 ラ ン プ

ダンパー

ダンパー　1基6箇所ダンパー　1基3箇所

落橋防止装置　3基

S=1:600

注：落橋防止装置・ダンパー・補強桁・増設桁は塗替対象外

増設桁

増設桁

増設桁

補強桁

補強桁

補強桁

補強桁

桁端増塗り範囲

桁端増塗り範囲

3
0
00

プルボックス（床版添架）

ケーブル（床版添架） プルボックス（高欄添架）

LED照明（主桁添架）

LED照明（横桁添架）

LED照明（横桁添架）

プルボックス（床版添架）
排水管（主桁添架）

排水管（箱桁添架） 排水管（箱桁添架）

排水管（箱桁添架）

ケーブル（床版添架）

ケーブル（床版添架）
ケーブル（床版添架）

規制標識

プルボックス（床版添架）

ケーブル（主桁添架）
N=3条

ケーブル（桁添架）
N=2条

ケーブル（主桁添架）
N=2条プルボックス（主桁添架）

常盤台出口（Ｂランプ上空範囲）は、足場設置が難しいため塗替範囲から除外する。

常盤台出口

塗替対象除外範囲

常盤台出口
塗替対象除外範囲

20,000

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

常盤台第一高架橋 一般図（１）

1:600

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

プルボックス

ケーブル

排水管

規制標識

桁端増塗り範囲(桁下高3.0m未満範囲)

塗替除外範囲
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落橋防止装置ダンパー36.377

ダンパー

S=1:250常盤台第一高架橋 一般図（２）

補強桁

拡幅部

補強桁

注：落橋防止装置・ダンパー・補強桁・増設桁は塗替対象外

増設桁

増設桁

拡幅部

拡幅部

拡幅部

増設桁

プルボックス（高欄添架）

ケーブル（床版添架）
N=4条

排水管（箱桁添架）

ケーブル（高欄添架）
N=2条

プルボックス（床版添架）

ケーブル（床版添架）
N=4条

ケーブル（床版添架）

ケーブル（床版添架）

排水管（主桁添架）

プルボックス（床版添架）

LED照明（横桁添架）
ケーブル（横桁添架）

主桁添架プルボックスへ
N=2条

ケーブル（横桁添架）
N=2条

LED照明（主桁添架）

ケーブル（横桁添架）

規制標識

LED照明（横桁添架）

排水管（桁添架）

プルボックス（床版添架）

プルボックス（主桁添架）

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

常盤台第一高架橋 一般図（２）

1:250

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事
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常盤台第一高架橋 一般図（３） S=1:500
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A2
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34 G-9
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7
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9 G-0

P5 P6 P7
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注：補強桁は塗替対象外

補強桁
補強桁

桁端増塗り範囲

3
0
00

桁端増塗り範囲

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

常盤台第一高架橋 一般図（３）

1:500

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

プルボックス

ケーブル

排水管

排水管（桁添架）

プルボックス（床版添架）

ケーブル（床版添架）

排水管（主桁添架）

ケーブル（床版添架）

排水管（桁添架）
ケーブル（床版添架）

ケーブル（桁添架）
N=3条

ケーブル（主桁添架）
N=2条

桁端増塗り範囲(桁下高3.0m未満範囲)
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P4 A3

KP
1.
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9

KP
1.
22
4

P4

A3

常盤台第一高架橋 一般図（４） S=1:500

補強桁補強桁

注：補強桁は塗替対象外

桁端増塗り範囲

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

常盤台第一高架橋 一般図（４）

1:500

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

プルボックス（床版添架）

ケーブル（床版添架）

プルボックス

ケーブル

排水管

ケーブル（床版添架）

桁端増塗り範囲(桁下高3.0m未満範囲)
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常盤台第一高架橋 一般図（５） S=1:250

注：〇印は補強桁を示す。補強桁は塗替対象外
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市道三ツ沢6号

市道三ツ沢6号

市道三ツ沢42号

市道三ツ沢42号

市道三ツ沢6号

4
5
00

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

常盤台第一高架橋 一般図（５）

1:250

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事
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常盤台第一高架橋 一般図（６）

注：〇印は補強桁を示す。補強桁は塗替対象外

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

常盤台第一高架橋 一般図（６）

図示

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事
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凡　例

：交通誘導警備員B

：規制範囲

規制範囲

規制範囲

走行車線

追越車線

走行車線

追越車線
市道三ツ沢42号

横浜新道

（上り線）

第一走行車線

第二走行車線

追越車線

横浜新道

（上り線）

第一走行車線

第二走行車線

追越車線

走行車線

追越車線

走行車線

追越車線
市道三ツ沢42号

市道三ツ沢42号　交差部　（上り線P3～P4）施工時②・・・走行車線規制

市道三ツ沢42号　交差部　（上り線P3～P4）　施工時②・・・追越車線規制

横浜新道

（上り線）

第一走行車線

第二走行車線

追越車線
一般国道1号

規制範囲

横浜新道（下り線）
常盤台IC入口

横浜新道

（上り線）

第一走行車線

第二走行車線

追越車線
一般国道1号

規制範囲

横浜新道（下り線）
常盤台IC入口

ゼブラ

市道三ツ沢6号

市道三ツ沢6号

（高架）

高架下部道路

（高架）

高架下部道路

市道三ツ沢6号　交差部　（上り線P1～P4）施工時①・・・走行車線規制

市道三ツ沢6号　交差部　（上り線P1～P4）施工時①・・・追越車線規制

※交代要員含む

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

ー 図面番号  / 

常盤台第一高架橋　交通保安要員配置図　

東日本高速道路株式会社
関東支社　京浜管理事務所

横浜新道
常盤台第一高架橋塗替塗装工事

常盤台第一高架橋　交通保安要員配置図 11　　　48



常盤台第二高架橋
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注：〇印は増設桁を示す。増設桁は塗替対象外

4
,5
00

桁
下
高

6
,6
00

市道上星川201号

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

常盤台第二高架橋（上り線） 一般図（１）

1:600

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

塗替対象範囲
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P8-A2間

P7-P8間 断面図

増設桁

増設桁

注：増設桁は塗替対象外

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

常盤台第二高架橋（上り線） 一般図（２）

1:200

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

S=1:200常盤台第二高架橋(上り線) 一般図（２）
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市道上星川201号

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

常盤台第二高架橋（下り線）一般図（１）

1:600

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

塗替対象範囲
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断面図

P7-A2間

P6-P7間

増設桁

増設桁

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

常盤台第二高架橋（下り線）一般図（２）

1:200

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

S=1:200常盤台第二高架橋(下り線) 一般図（２）
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（大池道路）
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（大池道路）

三ツ沢方面

和田町方面

市道上星川201号　交差部　（上り　P8～A2・下り　P7～A2）　A2側施工時・・・終日片側交互通行規制

市道上星川201号　交差部　（上り　P8～A2・下り　P7～A2）　A2側施工時・・・終日片側交互通行規制（夜間）

歩行者用 歩行者用

40,000

20,000

規制範囲

規制範囲

チューブライト

夜間照明灯

夜間照明灯

停
車

線

停
車

線

ガードフェンス

市道上星川201号

（大池道路）

停
車

線

停
車

線
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歩道（滝ノ川あじさいロード）

ガードフェンス

歩行者用照明灯

三ツ沢方面

和田町方面

三ツ沢方面

和田町方面
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（上り線）
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（下り線）
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市道上星川201号　交差部　（上り　P8～A2・下り　P7～A2）　上りＰ8・下りＰ7側施工時・・・終日片側交互通行規制　

歩行者用

歩行者用

市道上星川201号

（大池道路）

20,000

40,000

歩行者照明灯

凡　例

：交通誘導警備員B

：交通誘導警備員B１（夜）

：規制範囲

市道上星川201号　交差部　（上り　P8～A2・下り　P7～A2）　上りＰ8・下りＰ7側施工時・・・終日片側交互通行規制（夜間）　

：交通誘導警備員B１

歩行者用

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

ー 図面番号  / 

常盤台第二高架橋　交通保安要員配置図

東日本高速道路株式会社
関東支社　京浜管理事務所

常盤台第一高架橋塗替塗装工事
横浜新道

常盤台第二高架橋　交通保安要員配置図

※　必要人数は、交代要員を含む。
※　歩道部の交通誘導警備員Ｂは足場施工時のみ配置する。
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図面の種類
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設計会社名

施工会社名

事務所名

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

新保土ヶ谷ＩＣ Ｄランプ橋  一般図（１）

図示

新保土ヶ谷ＩＣ Ｄランプ橋 一般図（１）
S=1:800

S=1:800
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図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名
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/

新保土ヶ谷ＩＣ Ｄランプ橋  一般図（２）

図示

下部工断面図

新保土ヶ谷ＩＣ Ｄランプ橋 一般図（２）

S=1:250上部工標準断面図 S=1:150

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所
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注：〇印は補強縦桁を示す。補強縦桁は塗替対象外

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

新保土ヶ谷ＩＣ Ｄランプ橋  一般図（３）

―

新保土ヶ谷ＩＣ Ｄランプ橋 一般図（３）

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所
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図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

新保土ヶ谷ＩＣ Ｅランプ橋２号橋　一般図

図示

側 面 図

平 面 図

下部工断面図

S=1:800

S=1:250

新保土ヶ谷ＩＣ Ｅランプ橋２号橋 一般図

上部工標準断面図 S=1:150

※　　　床版拡幅範囲
東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事
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図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

新保土ヶ谷ＩＣ Ｇランプ橋１号橋 一般図

図示

側 面 図

平 面 図 S=1:800

S=1:250

新保土ヶ谷ＩＣ Ｇランプ橋１号橋 一般図

上部工標準断面図 S=1:150

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事
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新保土ヶ谷ＩＣ Ｇランプ２号橋
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図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/1:800

側 面 図

平 面 図

新保土ヶ谷ＩＣ Ｇランプ橋２号橋 一般図（１）
S=1:800

S=1:800

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

新保土ヶ谷ＩＣ Ｇランプ橋２号橋 一般図（１）
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アスファルト舗装t=80mm

RC床版t=170mm

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

新保土ヶ谷ＩＣ Ｇランプ橋２号橋 一般図（２）

図示

下部工断面図

新保土ヶ谷ＩＣ Ｇランプ橋２号橋 一般図（２）

S=1:250

上部工標準断面図 S=1:150

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事
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道路照明

道路照明道路照明

道路照明

道路照明

道路照明

下フランジ下面塗替除外範囲

下フランジ下面塗替除外範囲
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下
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Fラ
ンプ 横

浜新道

桁
下
高

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

新藤塚橋 一般図（１）

1:600

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

※　増設縦桁は塗替対象外

A1-P1間を通過する道路上空において塗替作業空間の確保が難しいことから
下フランジ下面を塗替対象範囲から除外する。

桁端増塗り範囲(桁下高3.0m未満範囲)
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図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

新藤塚橋 一般図（２）

図示

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

新藤塚橋 一般図（２） S= 1:500

※　増設縦桁は塗替対象外
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路肩

藤塚出口ランプ

【横浜新道】　路肩規制（ランプ部：昼間）　仮設防護柵設置・撤去時

路肩規制　Ⅰ×１-YS（上）

第一走行

中央分離帯

追越車線

新保土ヶ谷Gランプ１号橋

4.
74
KP

新保土ヶ谷Eランプ２号橋

4.
70
KP

4.
65
KP

5.
00
KP

幅員減少　走行注意

この先　幅員減少

30m

50m
ラバーコーン等（10～20m間隔）

作業箇所　ラバーコーン10ｍ間隔

テーパー部

矢印板　4枚

200m 300m

作業箇所 防護車両

はみ出し規制

50m 50m

矢印板3枚
ラバーコーン2個

4.
84
KP

Bランプ

4.
87
KP

路肩ハードノーズ

：幅員減少注意看板

：標識車 ：工事予告看板

：矢印板

：交通監視員
（規制保守）

：ラバーコーン

２１ ２

２

１

至：今井IC保土ヶ谷IC
至：第三京浜道路

名称 数量 単位 備考

予告標識 2 枚 貸与品

数量表 1規制当たり

矢印板 必要数 枚 貸与品

ラバーコーン 必要数 本 貸与品

標識車 1 台 受注者手配

交通監視員 1 人
規制保守

※規制費に含む

交通監視員 1 人
規制保守交代要員

※規制費に含む

(※1)交通監視員Ａ●は該当する交通保安要員の項目とする

(※2)作業箇所に配置するものとする

（実働が6時間を超える場合は交替要員を1人追加するものとする）

（※3）交通監視員Ａ●の種別は特記仕様書に示す通りとする

防護車両
（資機材運搬車（2ｔ））

1 台 受注者手配

交通監視員A●
（※3）

　　 2（※1） 人 契約項目（※2）

：交通監視員A●

：防護車両

幅員減少

注意看板
3 枚 貸与品

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

規制図（１）

規制図 （１）

ー
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100m50m
ラバーコーン等（10～20m間隔）

作業箇所　ラバーコーン10ｍ間隔

テーパー部

矢印板　6枚

路肩

Hランプ

【横浜新道】　路肩規制（ランプ部１車線区間　：　昼間）　資材搬入・搬出時

路肩規制　Ⅰ×１-YS（下）

作業箇所

非常駐車帯

第一走行

中央分離帯

追越車線

4.
57
KP

H
34
0

H
29
0

H
22
0

カーブ手前
4.
5K

P

藤塚BSからの流入

Hランプ

4.
64
KP

50m

横浜新道16号区間

新藤塚橋
至：今井IC

保土ヶ谷IC
至：第三京浜道路

4.
37
KP

：工事予告看板

：交通監視員
（規制保守）

防護車両

路肩名称 数量 単位 備考

予告標識 3 枚 貸与品

数量表 1規制当たり

矢印板 必要数 枚 貸与品

ラバーコーン 必要数 本 貸与品

標識車 1 台 受注者手配

交通監視員 1 人
規制保守

※規制費に含む

交通監視員 1 人
規制保守交代要員

※規制費に含む

(※1)交通監視員Ａ●は該当する交通保安要員の項目とする

(※2)作業箇所に配置するものとする

（実働が6時間を超える場合は交替要員を1人追加するものとする）

（※3）交通監視員Ａ●の種別は特記仕様書に示す通りとする

防護車両
（資機材運搬車（2ｔ））

1 台 受注者手配

交通監視員A●
（※3）

　　 2（※1） 人 契約項目（※2）

：交通監視員A●

：防護車両：標識車

：矢印板

：ラバーコーン

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

規制図（２）

規制図 （２）

ー
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至：横浜横須賀道路

　　狩場IC

Gランプ Eランプ

Dランプ

Hランプ Aランプ

50m

テーパー部
矢印板　12枚（６枚×２方向）

（10m間隔）
〔矢印板と矢印板の間にラバーコーンを設置〕

300m

国交省
東日本

管理境

B-
0.
1K

P

0.
0K

P

0.
1K

P

B-
0.
4K

P

至：保土ヶ谷BP

　　新桜ヶ丘IC

：標識車 ：工事予告看板

：矢印板 ：交通監視員
（規制保守）

：ラバーコーン

中央分離帯

追越車線

第一走行

路肩

0.
40
KP

0.
36
KP

50m

ラバーコーン等（10～20m間隔）
作業箇所　ラバーコーン10ｍ間隔

0.
45
KP

【横浜新道16号区間】　路肩規制（ゼブラ帯　：　昼間） 　資材搬入・搬出時

防護車両

(※1)交通監視員Ａ●は該当する交通保安要員の項目とする

(※2)作業箇所に配置するものとする

（実働が6時間を超える場合は交替要員を1人追加するものとする）

（※3）交通監視員Ａ●の種別は特記仕様書に示す通りとする

NEXCO

：交通監視員A●

作業箇所

名称 数量 単位 備考

予告標識 2 枚 貸与品

数量表 1規制当たり

矢印板 必要数 枚 貸与品

ラバーコーン 必要数 本 貸与品

標識車 1 台 受注者手配

交通監視員 1 人
規制保守

※規制費に含む

交通監視員 1 人
規制保守交代要員

※規制費に含む

防護車両
（資機材運搬車（2ｔ））

1 台 受注者手配

交通監視員A●
（※3）

　　 2（※1） 人 契約項目（※2）

：防護車両

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

規制図 （３）

路肩規制　Ⅰ×１-YS１６（下）

規制図（３）

ー
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至：第三京浜道路　

　　保土ヶ谷ＩＣ

至：今井ＩＣ

至：横浜横須賀道路

    狩場IC

至：保土ヶ谷BP

（国道16号線）

Ｂランプ

Gランプ

Eランプ
Dランプ

Hランプ

Aランプ

Cランプ

Fランプ

200m300m200m100m200m100m50m

ラバーコーン等（10～20ｍ間隔） 300m 1000m

テーパー部

矢印板　11枚

（30m間隔）

※テーパーは出来る限りとること

〔矢印板と矢印板の間にラバーコーンを設置〕

ラバーコーン等（10～20ｍ間隔）

100m

200m~300m

テーパー部

矢印板　11枚

（20m~30m間隔）

※テーパーは出来る限りとること

〔矢印板と矢印板の間にラバーコーンを設置〕

藤塚出口

4.
65
KP

出口

看板

出口

看板

出口

看板

50m

4.
55
KP

4.
5K

P

藤塚出口ランプ閉鎖

5.
45
KP

5.
0K

P

：標識車 ：工事予告看板 ：お礼看板

：矢印板 ：安全太郎 ：交通監視員
（規制保守）

：回転灯：ラバーコーン ：出口看板

Gランプ下

（作業箇所）

Eランプ下

（作業箇所）

新藤塚橋下

（作業箇所）

【横浜新道】　走行規制　（2車線区間 ：夜間）

4.
87
KP

：交通監視員A●

防護車両

：防護車両

※夜間の場合は矢印板の間に赤色ラバーコーン

（反射式）デリネーター付を 設置する

防護車両 防護車両

※夜間の場合は矢印板の間に赤色ラバーコーン

（反射式）デリネーター付を 設置する

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

規制図 （４）

車線規制　Ⅰ×１×０×２・A１-YS（上）（夜）

規制図（４）

（※1）交通監視員Ａ●は該当する交通保安要員の項目とする

（※2）作業箇所に配置するものとする

（実働が6時間を超える場合は交替要員を1人追加するものとする）

（※3）発炎筒は設置・撤去各3本の使用を基本とする

（※4）交通監視員Ａ●の種別は特記仕様書に示すとおりとする

（※5）防護車両は新藤塚橋下、E及びGランプ下の作業箇所に配置するものとする

ー

名称

数量表

数量 単位 備考

出口看板 枚 貸与品

お礼看板 枚 貸与品

矢印版 必要数 枚 貸与品

ラバーコーン 必要数 本 貸与品

安全太郎 　2 台 貸与品

回転灯 　2 台 貸与品

交通監視員 　2 人
規制保守

1～3 人

標識車 　2 台 受注者手配

本
テーパー設置撤去

受注者手配（※3）
発炎筒（15分） 　12

交通監視員Ａ●

（※4）

1規制回当たり

必要数

交通監視員 　1 人

※規制費に含む

規制保守交代要員
※規制費に含む

ラバーコーン
必要数 本 貸与品

防護車両
台

（資機材運搬車（2ｔ））

（デリ付き）

受注者手配（※5）

　3

契約項目（※2）（※1）

予告標識 枚 貸与品　5

必要数
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至：第三京浜道路　

　　保土ヶ谷ＩＣ

至：今井ＩＣ

至：横浜横須賀道路

    狩場IC

至：保土ヶ谷BP

（国道16号線）

Ｂランプ

Gランプ

Eランプ
Dランプ

Hランプ

Aランプ

Cランプ

Fランプ

藤塚出口

4.
07
KP

4.
69
KP

4.
37
KP

300m

テーパー部

矢印板　11枚

（30m間隔）

※テーパーは出来る限りとること

〔矢印板と矢印板の間にラバーコーンを設置〕

4.
74
KP

ソフトノーズハードノーズ

200m 300m 200m 100m 200m

1000m

合流注意

看板

合流注意

看板

ラバーコーン等（10～20ｍ間隔）

：標識車 ：工事予告看板 ：お礼看板

：矢印板 ：安全太郎 ：交通監視員
（規制保守）

：回転灯：ラバーコーン ：合流注意看板

新藤塚橋下

（作業箇所）

＊規制は、藤塚BSの最終バス通過後に設置とする。　

藤塚BS

【横浜新道】　走行規制　（2車線区間 ：夜間）

4.
70
KP

4.
75
KP

50m

Gランプ下

（作業箇所）

Eランプ下

（作業箇所）

新藤塚橋下

（作業箇所）

Ｈランプ閉鎖（別図参照）

4.
87
KP

：交通監視員A● ：防護車両

※夜間の場合は矢印板の間に赤色ラバーコーン

（反射式）デリネーター付を 設置する

防護車両 防護車両 防護車両

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

規制図 （５）

規制図（５）

（※1）交通監視員Ａ●は該当する交通保安要員の項目とする

（※2）作業箇所に配置するものとする

（実働が6時間を超える場合は交替要員を1人追加するものとする）

（※3）発炎筒は設置・撤去各3本の使用を基本とする

（※4）交通監視員Ａ●の種別は特記仕様書に示すとおりとする

（※5）防護車両は新藤塚橋下、E及びGランプ下の作業箇所に配置するものとする

ー

車線規制　Ⅰ×１×０×１・A１-YS（下）（夜）

名称

数量表

数量 単位 備考

合流注意看板 枚

お礼看板 枚

矢印版 必要数 枚

ラバーコーン 必要数 本

安全太郎 台

回転灯 台

交通監視員 人

1～3 人

標識車 　1 台

本発炎筒（15分）

交通監視員Ａ●

1規制回当たり

必要数

交通監視員 人

ラバーコーン
必要数 本

防護車両
台

（資機材運搬車（2ｔ））

（デリ付き）

　2

（※4）
（※1）

貸与品

貸与品

貸与品

貸与品

受注者手配（※5）

受注者手配

契約項目（※2）

貸与品

テーパー設置撤去

受注者手配（※3）

規制保守
※規制費に含む

規制保守交代要員
※規制費に含む

貸与品

貸与品

　6

　1

　1

　1

　1

予告標識 枚　5 貸与品

必要数
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Ｂランプ

Gランプ

Eランプ

Hランプ

Aランプ

Cランプ

Fランプ

藤塚出口
200m300m200m100m200m

300m 1000m
テーパー部

矢印板　11枚

（30m間隔）

※テーパーは出来る限りとること

〔矢印板と矢印板の間にラバーコーンを設置〕

5.
4K

P

5.
0K

P

50m

ラバーコーン等（10～20ｍ間隔）

4.
5K

P

100m

：標識車 ：工事予告看板 ：お礼看板

：矢印板 ：安全太郎 ：交通監視員
（規制保守）

：回転灯：ラバーコーン

至：第三京浜道路　

　　保土ヶ谷ＩＣ

至：横浜横須賀道路

    狩場IC

至：保土ヶ谷BP

（国道16号線）

至：今井ＩＣ

新藤塚橋下

（作業箇所）

Gランプ下

（作業箇所）

Eランプ下

（作業箇所）

【横浜新道】　追越規制　（2車線区間 ：夜間）

：交通監視員A●：ラバーコーン

：防護車両

※夜間の場合は矢印板の間に赤色ラバーコーン

（反射式）デリネーター付を 設置する

防護車両 防護車両 防護車両

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

規制図 （６）

規制図（６）（※1）交通監視員Ａ●は該当する交通保安要員の項目とする

（※2）作業箇所に配置するものとする

（実働が6時間を超える場合は交替要員を1人追加するものとする）

（※3）発炎筒は設置・撤去各3本の使用を基本とする

（※4）交通監視員Ａ●の種別は特記仕様書に示すとおりとする

（※5）防護車両は新藤塚橋下、E及びGランプ下の作業箇所に配置するものとする

ー

車線規制　Ⅰ×１×０×１・A２-YS（上）（夜）

名称

数量表

数量 単位 備考

予告標識 枚 貸与品

お礼看板 枚 貸与品

矢印版 必要数 枚 貸与品

ラバーコーン 必要数 本 貸与品

安全太郎 　1 台 貸与品

回転灯 　1 台 貸与品

交通監視員 　1 人
規制保守

2～4 人

標識車 　1 台 受注者手配

本
テーパー設置撤去

受注者手配（※3）発炎筒（15分）

交通監視員Ａ●

1規制回当たり

必要数

交通監視員 　1 人

※規制費に含む

規制保守交代要員
※規制費に含む

ラバーコーン
必要数 本 貸与品

防護車両
台

（資機材運搬車（2ｔ））

（デリ付き）

受注者手配（※5）

　5

契約項目（※2）
（※4）

（※1）

　6

必要数
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Ｂランプ

Gランプ

Eランプ

Dランプ

Hランプ

Aランプ

Cランプ

Fランプ

藤塚出口

4.
08
KP

4.
69
KP

300m

テーパー部

矢印板　11枚

（30m間隔）

※テーパーは出来る限りとること

〔矢印板と矢印板の間にラバーコーンを設置〕

4.
74
KP

ソフトノーズハードノーズ

200m 300m 200m 100m 200m

1000m

4.
87
KP

4.
97
KP

4.
48
KP

100m

ラバーコーン等（10～20ｍ間隔）

100m

合流注意

看板

ハードノーズ

合流注意

看板
合流注意

看板

：標識車 ：工事予告看板 ：お礼看板

：矢印板 ：安全太郎 ：交通監視員
（規制保守）

：回転灯：ラバーコーン ：合流注意看板

至：第三京浜道路　

　　保土ヶ谷ＩＣ

至：横浜横須賀道路

    狩場IC

至：保土ヶ谷BP

（国道16号線）

至：今井ＩＣ

新藤塚橋下

（作業箇所）

Gランプ下

（作業箇所）

Eランプ下

（作業箇所）

【横浜新道】　追越規制　（2車線区間 ：夜間）

：交通監視員A●

：ラバーコーン

※夜間の場合は矢印板の間に赤色ラバーコーン

（反射式）デリネーター付を 設置する

防護車両

：防護車両

防護車両防護車両

合流注意

看板

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

規制図 （７）

規制図（７）
（※1）交通監視員Ａ●は該当する交通保安要員の項目とする

（※2）作業箇所に配置するものとする

（実働が6時間を超える場合は交替要員を1人追加するものとする）

（※3）発炎筒は設置・撤去各3本の使用を基本とする

（※4）交通監視員Ａ●の種別は特記仕様書に示すとおりとする

（※5）防護車両は新藤塚橋下、E及びGランプ下の作業箇所に配置するものとする

ー

車線規制　Ⅰ×１×０×１・A２-YS（下）（夜）

名称

数量表

数量 単位 備考

合流注意看板 枚 貸与品

お礼看板 枚 貸与品

矢印版 必要数 枚 貸与品

ラバーコーン 必要数 本 貸与品

安全太郎 　1 台 貸与品

回転灯 　1 台 貸与品

交通監視員 　1 人
規制保守

2～4 人

標識車 　1 台 受注者手配

本
テーパー設置撤去

受注者手配（※3）発炎筒（15分） 　 6

交通監視員Ａ●

1規制回当たり

必要数

交通監視員 　1 人

※規制費に含む

規制保守交代要員
※規制費に含む

ラバーコーン
必要数 本 貸与品

防護車両
台

（資機材運搬車（2ｔ））

（デリ付き）

受注者手配（※5）

　4

契約項目（※2）
（※4）

（※1）

予告標識 枚 貸与品　5

必要数
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至：今井IC

至：第三京浜道路　保土ヶ谷ＩＣ

Fランプ

Ｂランプ

Gランプ

EランプCランプ

Dランプ

Aランプ

50m

テーパー部

矢印板　6枚×2
（10m間隔）

〔矢印板と矢印板の間にラバーコーンを設置〕

300m

新桜ヶ丘ＩＣ

B
-0
.1
KP

0.
0K

P

0.
1K

P

B
-0
.2
KP

B
-0
.3
KP

B
-0
.4
KP

B
-0
.5
KP

B
-0
.6
KP

至：横浜横須賀道路

　　狩場IC

B
-0
.7
KP

B
-0
.8
KP

B
-0
.9
KP

B
-1
.0
KP

B
-1
.1
KP

B
-1
.2
KP

300m 300m 200m

1450m

テーパー部

矢印板　11枚
（10m間隔）

〔矢印板と矢印板の間にラバーコーンを設置〕

１．テーパー先端は、集散路　B-0.4ＫＰとする。

２．集散路Ｂ-0.7ＫＰのゼブラ帯に標識車を配備し、「この先工事」の注意喚起を行う。（標識車手前に矢印板２～３枚設置）

３．新桜ヶ丘ＩＣからの流入車輌に対し、「右車線へ」の予告板を設置する。（流入ランプ右路肩）

４．集散路Ｂ-0.8ＫＰ、Ｂ-0.4ＫＰ、Ｂ-0.1ＫＰ付近の「 」の速度標識は、隠すものとする。

５．集散路から横々へ流入する箇所では、車輌の走行をスムーズにするため、　　状況によっては、ゼブラ帯のポストコーンを一時撤去することも考慮する。

案内看板

集散路

横須賀方面

横須賀方面

既設は目隠しカバー

：標識車 ：工事予告看板

：お礼看板

：矢印板 ：安全太郎 ：交通監視員
（規制保守）

：回転灯：ラバーコーン

：案内看板

案内看板

既設は目隠しカバー 既設は目隠しカバー

新藤塚橋下

（作業箇所）

国交省東日本

管理境

NEXCO

Ｈランプ閉鎖

※夜間の場合は矢印板の間に赤色ラバーコーン
（反射式）デリネーター付を 設置する

※夜間の場合は矢印板の間に赤色ラバーコーン
（反射式）デリネーター付を 設置する

：速度規制標識

（-1.85KP）

B
-1
.3
KP

B
-1
.4
KP

B
-1
.5
KP

B
-1
.6
KP

B
-1
.7
KP

B
-1
.8
KP

B
-1
.9
KP

B
-2
.0
KP

B
-2
.1
KP

B
-2
.2
KP

B
-2
.3
KP

200m 450m 450m

※後尾警戒車の配備

　後尾警戒車は　－２．３ＫＰの路肩に配備する。

　　　　　　標示内容

至：保土ヶ谷BP

　　南本宿IC

集散路
横須賀方面

横須賀方面

後尾警戒車

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

ランプ閉鎖規制図 （１） 位置図

至：横浜横須賀道路

    狩場IC

至：第三京浜道路　

　　保土ヶ谷ＩＣ

至：今井ＩＣ

至：保土ヶ谷BP

（国道16号線）

新保土ヶ谷ＩＣ　

Ｈランプ

電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成

ランプ閉鎖規制図 （１）

（※1）交通監視員Ａ●は該当する交通保安要員の項目とする

（※2）作業箇所に配置するものとする

（実働が6時間を超える場合は交替要員を1人追加するものとする）

（※3）発炎筒は設置・撤去各3本の使用を基本とする

（※4）交通監視員Ａ●の種別は特記仕様書に示すとおりとする

名称

数量表

数量 単位 備考

予告標識  7 枚 貸与品

お礼看板 枚 貸与品

矢印版 必要数 枚 貸与品

ラバーコーン 必要数 本 貸与品

安全太郎 　1 台 貸与品

回転灯 　2 台 貸与品

交通監視員 　2 人
規制保守

0 人
契約項目（※2）

標識車 　3 台 受注者手配

本
テーパー設置撤去

受注者手配（※3）発炎筒（15分） 　12

交通監視員Ａ●

1規制回当たり

後尾警戒車 　1 台 受注者手配

目隠しカバー 　3 枚 貸与品

必要数

交通監視員 　1 人

※規制費に含む

規制保守交代要員
※規制費に含む

ー

ラバーコーン
必要数 本 貸与品

防護車両
台　0

（資機材運搬車（2ｔ））

（デリ付き）

規制図（５）に含む

（※4）
（※1）

規制図（５）に含む

横浜新道　新保土ヶ谷ＩＣ　Hランプ閉鎖
ランプ閉鎖A１（夜）

名称 数量 単位 備考

案内看板  2 枚 貸与品

速度規制標識  3 枚 貸与品
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至：横浜横須賀道路

　　狩場IC

至：今井IC

至：第三京浜道路

　　保土ヶ谷ＩＣ

Fランプ

Ｂランプ

Gランプ

Eランプ

Cランプ

Dランプ

Hランプ

50m

テーパー部
矢印板　6枚
（10m間隔）

〔矢印板と矢印板の間にラバーコーンを設置〕

200m300m

Aランプ

0.
5K

P

：標識車 ：工事予告看板 ：お礼看板

：矢印板 ：安全太郎 ：交通監視員
（規制保守）

：回転灯：ラバーコーン

至：保土ヶ谷BP

　　新桜ヶ丘IC

Gランプ下

（作業箇所）

Eランプ下

（作業箇所）

Ｃランプ閉鎖

：交通監視員A●

防護車両

：防護車両

※夜間の場合は矢印板の間に赤色ラバーコーン
（反射式）デリネーター付を 設置する

ハードノーズ

0.
26
KP

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

位置図

至：横浜横須賀道路

    狩場IC

至：第三京浜道路　

　　保土ヶ谷ＩＣ

至：今井ＩＣ

至：保土ヶ谷BP

（国道16号線）

新保土ヶ谷ＩＣ　

Ｃランプ

電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成

ランプ閉鎖規制図 （２）

（※1）交通監視員Ａ●は該当する交通保安要員の項目とする

（※2）作業箇所に配置するものとする

（実働が6時間を超える場合は交替要員を1人追加するものとする）

（※3）発炎筒は設置・撤去各3本の使用を基本とする

（※4）交通監視員Ａ●の種別は特記仕様書に示すとおりとする

ランプ閉鎖規制図 （２）

ー

名称

数量表

数量 単位 備考

予告標識 枚 貸与品

お礼看板 枚 貸与品

矢印版 必要数 枚 貸与品

ラバーコーン 必要数 本 貸与品

安全太郎 　1 台 貸与品

回転灯 　1 台 貸与品

交通監視員 　1 人
規制保守

3 人

標識車 　1 台 受注者手配

本
テーパー設置撤去

受注者手配（※3）発炎筒（15分） 　 6

交通監視員Ａ●

1規制回当たり

必要数

交通監視員 　1 人

※規制費に含む

規制保守交代要員
※規制費に含む

ラバーコーン
必要数 本 貸与品

防護車両
台　1

（資機材運搬車（2ｔ））

（デリ付き）

受注者手配

　2

契約項目（※2）
（※4）

（※1）

横浜新道　新保土ヶ谷ＩＣ　Ｃランプ閉鎖
ランプ閉鎖A２（夜）
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至：横浜横須賀道路

　　狩場IC

至：今井IC

至：第三京浜道路

　　保土ヶ谷ＩＣ

Ｂランプ

Gランプ

EランプCランプ

Dランプ

Hランプ

50m

200m300m

Aランプ

0.
5K

P

ハードノーズ

出口

看板

出口

看板

50m

出口

看板

：標識車 ：工事予告看板 ：お礼看板

：矢印板 ：安全太郎 ：交通監視員
（規制保守）

：回転灯 ：出口看板

至：保土ヶ谷BP

　　新桜ヶ丘IC

新藤塚橋下

（作業箇所）

0.
16
KP

Ｆランプ閉鎖

藤塚出口
ランプ閉鎖

：ラバーコーン

テーパー部
矢印板　6枚
（10m間隔）

〔矢印板と矢印板の間にラバーコーンを設置〕
※夜間の場合は矢印板の間に赤色ラバーコーン

（反射式）デリネーター付を 設置する

テーパー部
矢印板　6枚
（10m間隔）

〔矢印板と矢印板の間にラバーコーンを設置〕
※夜間の場合は矢印板の間に赤色ラバーコーン

（反射式）デリネーター付を 設置する

C・Fランプ分岐部

ハードノーズ

0.
26
KP

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

位置図

至：横浜横須賀道路

    狩場IC

至：第三京浜道路　

　　保土ヶ谷ＩＣ

至：今井ＩＣ

至：保土ヶ谷BP

（国道16号線）

新保土ヶ谷ＩＣ　

Ｆランプ

電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成

ランプ閉鎖規制図 （３）

（※1）交通監視員Ａ●は該当する交通保安要員の項目とする

（※2）作業箇所に配置するものとする

（実働が6時間を超える場合は交替要員を1人追加するものとする）

（※3）発炎筒は設置・撤去各3本の使用を基本とする

（※4）交通監視員Ａ●の種別は特記仕様書に示すとおりとする

ランプ閉鎖規制図 （３）

ー

名称

数量表

数量 単位 備考

出口看板 枚 貸与品

お礼看板 枚 貸与品

矢印版 必要数 枚 貸与品

ラバーコーン 必要数 本 貸与品

安全太郎 　2 台 貸与品

回転灯 　2 台 貸与品

交通監視員 　2 人
規制保守

0 人

標識車 　2 台 受注者手配

本
テーパー設置撤去

受注者手配（※3）発炎筒（15分） 　12

交通監視員Ａ●

1規制回当たり

必要数

交通監視員 　1 人

※規制費に含む

規制保守交代要員
※規制費に含む

ラバーコーン
必要数 本 貸与品

防護車両
台　0

（資機材運搬車（2ｔ））

（デリ付き）

　3

（※2）

ランプ閉鎖規制

図（４）に含む

ランプ閉鎖規制

図（４）に含む

（※4）
（※1）

横浜新道　新保土ヶ谷ＩＣ　Ｆランプ閉鎖（その１）
ランプ閉鎖A３（夜）

予告標識 枚 貸与品　2
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至：第三京浜道路　

　　保土ヶ谷ＩＣ

至：今井ＩＣ

至：横浜横須賀道路

    狩場IC

至：保土ヶ谷BP

（国道16号線）

Ｂランプ

Gランプ

Eランプ
Dランプ

Hランプ

Aランプ

Cランプ

200m300m200m100m200m100m50m

ラバーコーン等（10～20ｍ間隔） 300m 1000m

テーパー部

矢印板　11枚

（30m間隔）

※テーパーは出来る限りとること

〔矢印板と矢印板の間にラバーコーンを設置〕

ラバーコーン等（10～20ｍ間隔）

100m

200m~300m

テーパー部

矢印板　11枚

（20m~30m間隔）

※テーパーは出来る限りとること

〔矢印板と矢印板の間にラバーコーンを設置〕

5.
45
KP

50m

4.
65
KP

4.
6K

P

5.
0K

P

出口

看板
出口

看板

：標識車 ：工事予告看板 ：お礼看板

：矢印板 ：安全太郎 ：交通監視員
（規制保守）

：回転灯 ：出口看板

Gランプ下

（作業箇所）

Eランプ下

（作業箇所）

新藤塚橋下

（作業箇所）

※

※

※：規制図（４）と作業箇所が一部同一となるため、ランプ閉鎖規制図では計上しない。

車線規制　Ⅰ×１×０×２・A１-YS（上）（夜）

4.
87
KP

出口

看板

Ｆランプ閉鎖 藤塚出口ランプ閉鎖

防護車両

：ラバーコーン

：交通監視員A●：防護車両

※夜間の場合は矢印板の間に赤色ラバーコーン

（反射式）デリネーター付を 設置する

※夜間の場合は矢印板の間に赤色ラバーコーン

（反射式）デリネーター付を 設置する

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

ランプ閉鎖規制図（４）

位置図

至：横浜横須賀道路

    狩場IC

至：第三京浜道路　

　　保土ヶ谷ＩＣ

至：今井ＩＣ

至：保土ヶ谷BP

（国道16号線）

電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成

新保土ヶ谷ＩＣ　

Ｆランプ

（※1）交通監視員Ａ●は該当する交通保安要員の項目とする

（※2）作業箇所に配置するものとする

（実働が6時間を超える場合は交替要員を1人追加するものとする）

（※3）発炎筒は設置・撤去各3本の使用を基本とする

（※4）交通監視員Ａ●の種別は特記仕様書に示すとおりとする

ランプ閉鎖規制図 （４）

ー

名称

数量表

数量 単位 備考

出口看板 枚 貸与品

お礼看板 枚 貸与品

矢印版 必要数 枚 貸与品

ラバーコーン 必要数 本 貸与品

安全太郎 　2 台 貸与品

回転灯 　2 台 貸与品

交通監視員 　2 人
規制保守

1 人

標識車 　2 台 受注者手配

本
テーパー設置撤去

受注者手配（※3）発炎筒（15分） 　12

交通監視員Ａ●

1規制回当たり

必要数

交通監視員 　1 人

※規制費に含む

規制保守交代要員
※規制費に含む

ラバーコーン
必要数 本 貸与品

防護車両
台　1

（資機材運搬車（2ｔ））

（デリ付き）

受注者手配

　3

契約項目（※2）
（※4）

（※1）

横浜新道　新保土ヶ谷ＩＣ　Ｆランプ閉鎖（その２）
ランプ閉鎖A３（夜）

予告標識 枚 貸与品　5
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路肩

藤塚出口ランプ

【横浜新道】　路肩規制（ランプ部：昼間）　仮設防護柵設置・撤去時

路肩規制　Ⅰ×１-YS（上）実施時

第一走行

中央分離帯

追越車線

新保土ヶ谷Gランプ１号橋

4.
74
KP

新保土ヶ谷Eランプ２号橋

4.
70
KP

4.
65
KP

5.
00
KP

30m

50m
ラバーコーン等（10～20m間隔）

作業箇所　ラバーコーン10ｍ間隔

テーパー部

矢印板　4枚

200m 300m

作業箇所 防護車両

はみ出し規制

50m 50m

矢印板3枚
ラバーコーン2個

4.
84
KP

Bランプ

4.
87
KP

路肩ハードノーズ

２１ ２

至：今井IC保土ヶ谷IC
至：第三京浜道路

交通監視員Ａ

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

新保土ヶ谷ＩＣ　交通保安要員配置図（１）

新保土ヶ谷ＩＣ　交通保安要員配置図（１）

ー
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100m50m
ラバーコーン等（10～20m間隔）

作業箇所　ラバーコーン10ｍ間隔

テーパー部

矢印板　6枚

路肩

Hランプ

【横浜新道】　路肩規制（ランプ部１車線区間　：　昼間）　資材搬入・搬出時

路肩規制　Ⅰ×１-YS（下）実施時

作業箇所

非常駐車帯

第一走行

中央分離帯

追越車線

4.
57
KP

H
34
0

H
29
0

H
22
0

カーブ手前
4.
5K

P

藤塚BSからの流入

Hランプ

4.
64
KP

50m

横浜新道16号区間

新藤塚橋
至：今井IC

保土ヶ谷IC
至：第三京浜道路

4.
37
KP

防護車両

路肩

交通監視員Ａ

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

新保土ヶ谷ＩＣ　交通保安要員配置図（２）

ー

新保土ヶ谷ＩＣ　交通保安要員配置図（２）
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至：横浜横須賀道路

　　狩場IC

Gランプ Eランプ

Dランプ

Hランプ Aランプ

50m

テーパー部
矢印板　12枚（６枚×２方向）

（10m間隔）
〔矢印板と矢印板の間にラバーコーンを設置〕

300m

国交省
東日本

管理境

B-
0.
1K

P

0.
0K

P

0.
1K

P

B-
0.
4K

P

至：保土ヶ谷BP

　　新桜ヶ丘IC

中央分離帯

追越車線

第一走行

路肩

0.
40
KP

0.
36
KP

50m

ラバーコーン等（10～20m間隔）
作業箇所　ラバーコーン10ｍ間隔

0.
45
KP

【横浜新道16号区間】　路肩規制（ゼブラ帯　：　昼間） 　資材搬入・搬出時

防護車両

NEXCO

作業箇所

交通監視員A

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

新保土ヶ谷ＩＣ　交通保安要員配置図（３）

路肩規制　Ⅰ×１-YS１６（下）実施時

新保土ヶ谷ＩＣ　交通保安要員配置図（３）

ー
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至：第三京浜道路　

　　保土ヶ谷ＩＣ

至：今井ＩＣ

至：横浜横須賀道路

    狩場IC

至：保土ヶ谷BP

（国道16号線）

Ｂランプ

Gランプ

Eランプ
Dランプ

Hランプ

Aランプ

Cランプ

Fランプ

200m300m200m100m200m100m50m

ラバーコーン等（10～20ｍ間隔） 300m 1000m

テーパー部

矢印板　11枚

（30m間隔）

※テーパーは出来る限りとること

〔矢印板と矢印板の間にラバーコーンを設置〕

ラバーコーン等（10～20ｍ間隔）

100m

200m~300m

テーパー部

矢印板　11枚

（20m~30m間隔）

※テーパーは出来る限りとること

〔矢印板と矢印板の間にラバーコーンを設置〕

藤塚出口

4.
65
KP

出口

看板

出口

看板

出口

看板

50m

4.
55
KP

4.
5K

P

藤塚出口ランプ閉鎖

5.
45
KP

5.
0K

P

Gランプ下

（作業箇所）

Eランプ下

（作業箇所）

新藤塚橋下

（作業箇所）

【横浜新道】　走行規制　（2車線区間 ：夜間）

4.
87
KP

防護車両

※夜間の場合は矢印板の間に赤色ラバーコーン

（反射式）デリネーター付を 設置する

防護車両 防護車両

※夜間の場合は矢印板の間に赤色ラバーコーン

（反射式）デリネーター付を 設置する

交通監視員A（夜）

交通監視員A（夜）

交通監視員A（夜）

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

新保土ヶ谷ＩＣ　交通保安要員配置図（４）

車線規制　Ⅰ×１×０×２・A１-YS（上）（夜）実施時

新保土ヶ谷ＩＣ　交通保安要員配置図（４）

ー

40　　　48



至：第三京浜道路　

　　保土ヶ谷ＩＣ

至：今井ＩＣ

至：横浜横須賀道路

    狩場IC

至：保土ヶ谷BP

（国道16号線）

Ｂランプ

Gランプ

Eランプ
Dランプ

Hランプ

Aランプ

Cランプ

Fランプ

藤塚出口

4.
07
KP

4.
69
KP

4.
37
KP

300m

テーパー部

矢印板　11枚

（30m間隔）

※テーパーは出来る限りとること

〔矢印板と矢印板の間にラバーコーンを設置〕

4.
74
KP

ソフトノーズハードノーズ

200m 300m 200m 100m 200m

1000m

合流注意

看板

合流注意

看板

ラバーコーン等（10～20ｍ間隔）

新藤塚橋下

（作業箇所）

＊規制は、藤塚BSの最終バス通過後に設置とする。　

藤塚BS

【横浜新道】　走行規制　（2車線区間 ：夜間）

4.
70
KP

4.
75
KP

50m

Gランプ下

（作業箇所）

Eランプ下

（作業箇所）

新藤塚橋下

（作業箇所）

Ｈランプ閉鎖（別図参照）

4.
87
KP

※夜間の場合は矢印板の間に赤色ラバーコーン

（反射式）デリネーター付を 設置する

防護車両 防護車両 防護車両

交通監視員A（夜） 交通監視員A（夜）

交通監視員A（夜）

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

新保土ヶ谷ＩＣ　交通保安要員配置図（５）

新保土ヶ谷ＩＣ　交通保安要員配置図（５）

ー

車線規制　Ⅰ×１×０×１・A１-YS（下）（夜）実施時
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Ｂランプ

Gランプ

Eランプ

Hランプ

Aランプ

Cランプ

Fランプ

藤塚出口
200m300m200m100m200m

300m 1000m
テーパー部

矢印板　11枚

（30m間隔）

※テーパーは出来る限りとること

〔矢印板と矢印板の間にラバーコーンを設置〕

5.
4K

P

5.
0K

P

50m

ラバーコーン等（10～20ｍ間隔）

4.
5K

P

100m

至：第三京浜道路　

　　保土ヶ谷ＩＣ

至：横浜横須賀道路

    狩場IC

至：保土ヶ谷BP

（国道16号線）

至：今井ＩＣ

新藤塚橋下

（作業箇所）

Gランプ下

（作業箇所）

Eランプ下

（作業箇所）

【横浜新道】　追越規制　（2車線区間 ：夜間）

※夜間の場合は矢印板の間に赤色ラバーコーン

（反射式）デリネーター付を 設置する

防護車両 防護車両 防護車両

交通監視員A（夜）

交通監視員A（夜）

交通監視員A（夜）

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

新保土ヶ谷ＩＣ　交通保安要員配置図（６）

新保土ヶ谷ＩＣ　交通保安要員配置図（６）

ー

車線規制　Ⅰ×１×０×１・A２-YS（上）（夜）実施時
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Ｂランプ

Gランプ

Eランプ

Dランプ

Hランプ

Aランプ

Cランプ

Fランプ

藤塚出口

4.
08
KP

4.
69
KP

300m

テーパー部

矢印板　11枚

（30m間隔）

※テーパーは出来る限りとること

〔矢印板と矢印板の間にラバーコーンを設置〕

4.
74
KP

ソフトノーズハードノーズ

200m 300m 200m 100m 200m

1000m

4.
87
KP

4.
97
KP

4.
48
KP

100m

ラバーコーン等（10～20ｍ間隔）

100m

合流注意

看板

ハードノーズ

合流注意

看板
合流注意

看板

至：第三京浜道路　

　　保土ヶ谷ＩＣ

至：横浜横須賀道路

    狩場IC

至：保土ヶ谷BP

（国道16号線）

至：今井ＩＣ

新藤塚橋下

（作業箇所）

Gランプ下

（作業箇所）

Eランプ下

（作業箇所）

【横浜新道】　追越規制　（2車線区間 ：夜間）

※夜間の場合は矢印板の間に赤色ラバーコーン

（反射式）デリネーター付を 設置する

防護車両防護車両防護車両

合流注意

看板

交通監視員A（夜） 交通監視員A（夜）

交通監視員A（夜）

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

新保土ヶ谷ＩＣ　交通保安要員配置図（７）

新保土ヶ谷ＩＣ　交通保安要員配置図（７）

ー

車線規制　Ⅰ×１×０×１・A２-YS（下）（夜）実施時
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至：横浜横須賀道路

　　狩場IC

至：今井IC

至：第三京浜道路

　　保土ヶ谷ＩＣ

Fランプ

Ｂランプ

Gランプ

Eランプ

Cランプ

Dランプ

Hランプ

50m

テーパー部
矢印板　6枚

（10m間隔）
〔矢印板と矢印板の間にラバーコーンを設置〕

200m300m

Aランプ

0.
5K

P 至：保土ヶ谷BP

　　新桜ヶ丘IC

Gランプ下

（作業箇所）

Eランプ下

（作業箇所）

Ｃランプ閉鎖

防護車両

※夜間の場合は矢印板の間に赤色ラバーコーン
（反射式）デリネーター付を 設置する

ハードノーズ

0.
26
KP

交通監視員A（夜）

交通監視員A（夜）

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

位置図

至：横浜横須賀道路

    狩場IC

至：第三京浜道路　

　　保土ヶ谷ＩＣ

至：今井ＩＣ

至：保土ヶ谷BP

（国道16号線）

新保土ヶ谷ＩＣ　

Ｃランプ

電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成

新保土ヶ谷ＩＣ　交通保安要員配置図（８）

新保土ヶ谷ＩＣ　交通保安要員配置図（８）

ー

横浜新道　新保土ヶ谷ＩＣ　Ｃランプ閉鎖　実施時
ランプ閉鎖A２（夜）
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至：第三京浜道路　

　　保土ヶ谷ＩＣ

至：今井ＩＣ

至：横浜横須賀道路

    狩場IC

至：保土ヶ谷BP

（国道16号線）

Ｂランプ

Gランプ

Eランプ
Dランプ

Hランプ

Aランプ

Cランプ

200m300m200m100m200m100m50m

ラバーコーン等（10～20ｍ間隔） 300m 1000m

テーパー部

矢印板　11枚

（30m間隔）

※テーパーは出来る限りとること

〔矢印板と矢印板の間にラバーコーンを設置〕

ラバーコーン等（10～20ｍ間隔）

100m

200m~300m

テーパー部

矢印板　11枚

（20m~30m間隔）

※テーパーは出来る限りとること

〔矢印板と矢印板の間にラバーコーンを設置〕

5.
45
KP

50m

4.
65
KP

4.
6K

P

5.
0K

P

出口

看板
出口

看板

Gランプ下

（作業箇所）

Eランプ下

（作業箇所）

新藤塚橋下

（作業箇所）

※

※

※：規制図（４）と作業箇所が一部同一となるため、ランプ閉鎖規制図では計上しない。

車線規制　Ⅰ×１×０×２・A１-YS（上）（夜）

4.
87
KP

出口

看板

Ｆランプ閉鎖 藤塚出口ランプ閉鎖

防護車両

※夜間の場合は矢印板の間に赤色ラバーコーン

（反射式）デリネーター付を 設置する

※夜間の場合は矢印板の間に赤色ラバーコーン

（反射式）デリネーター付を 設置する

交通監視員A（夜）

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

新保土ヶ谷ＩＣ　交通保安要員配置図（９）

位置図

至：横浜横須賀道路

    狩場IC

至：第三京浜道路　

　　保土ヶ谷ＩＣ

至：今井ＩＣ

至：保土ヶ谷BP

（国道16号線）

電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成

新保土ヶ谷ＩＣ　

Ｆランプ

新保土ヶ谷ＩＣ　交通保安要員配置図（９）

ー

横浜新道　新保土ヶ谷ＩＣ　Ｆランプ閉鎖　実施時
ランプ閉鎖A３（夜）
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A1

P1

NO.3
NO.3

市道仏向町第328号

交通誘導警備員Ｂ

交通誘導警備員Ｂ

交通誘導員必要範囲

交通誘導警備員Ｂ

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

ー 図面番号  / 

東日本高速道路株式会社
関東支社　京浜管理事務所

新保土ヶ谷ＩＣ　交通保安要員配置図（１０）

市道仏向町第328号　交差部　Ｄランプ橋　施工時 

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

新保土ヶ谷ＩＣ　交通保安要員配置図（１０）
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一 般 国 道 １ 号

31.87
7R5-T1
3

31.27
7R5-T1
2

32.39
3Ⅱ637-7

As

As

As

M

雨

As

As

As

As

As

As

As

As

As

As

As

As

As

下

下

下

雨

M M

MM

M

（駐）

車止雨

常盤台交差点

車止

下

下

39.
00

34.00

44.30

22.70

As

Co

Co As

フェンス

2440

12690

Co

Co As

フェンス

10500

1050

6150

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

常盤台第一高架橋　

東日本高速道路株式会社

関東支社　京浜管理事務所

常盤台第一高架橋塗替塗装工事
横浜新道

ー

常盤台第一高架橋　落下物防止網撤去設置工Ａ

落下物防止網撤去設置工Ａ

平面図

Ａ－Ａ’断面 Ｂ－Ｂ’断面 Ｃ－Ｃ’断面

①

②③

A

A
`

B
B

`

C
C

`

落下物防止網

落下物防止網

落下物防止網

箱桁

鈑桁G１

施工範囲

網固定詳細

落下物防止網
キャッチクランプ
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断　面　図 S=1:20

A-A

側　面　図 S=1:20

A

A

損 傷 図

下塗　第1層 有機シ゛ンクリッチヘ゜イント 240(ハケ)

厚膜形変性エホ゛キシ樹脂塗料下塗
90

塗装仕様

1～10日

1～10日

1～10日

目標膜厚
(μm)

使用量(g/m2)
(塗装方法)

工程 塗料名

現
場
塗
装

素地調整 2時間以内

下塗　第2層

下塗　第3層

下塗　第4層

中塗

上塗

G-c

30

有機シ゛ンクリッチヘ゜イント 30

(120μm)

厚膜形変性エホ゛キシ樹脂塗料下塗

(120μm)

360(ｽﾌﾟﾚｰ)

240(ハケ)

300(ハケ)

360(ｽﾌﾟﾚｰ)

300(ハケ)

ふっ素樹脂塗料用中塗

ふっ素樹脂塗料用上塗

170(ｽﾌﾟﾚｰ)

140(ハケ)

140(ｽﾌﾟﾚｰ)

120(ハケ)

90

30

25

1～10日

1～10日

側　面　図 S=1:20断　面　図 S=1:20

補 修 図
開　　始

施 工 手 順

補修部塗膜除去

腹板孔開け

部材取付部不陸修正

当て板部材設置

補修塗装

補強部材取付範囲+50mm

交換部材範囲の不陸を

終　　了

凡例

ボルト外面(増し塗り部)

J

K

F2

E1

F

F1

増し塗り部(当て板部)

増し塗り部(既設部)

増し塗り部(周辺部)

摩擦接合面

ケレン

☆

記号 塗装系(当て板部)

☆ ☆

J

K

(既設部)

［FILL PL]

F

(当て板部)

[LFLG]
F1

［FILL PL]

F2
(周辺部)

E1
(ボルト部)

J

F

5
0

［WEB]

1：補修箇所は、必ず現場実測確認の上で施工を行うこと。

2：施工に際しては、必ず現地にて補修箇所及び寸法・数量を確認の上行うこと。

<注記>

3：ブラスト（ケレン）によるさびやケレンダストを飛散させないよう防護設備を設置すること。

の塗膜を除去する。

金属パテで修正する。

当て板補修　Ａ

位 置 図

P4 A3

添接部材

6-HTB M22x80(S10T)

橋脚受梁の腐食

当て板補修　Ａ　１箇所

塗装間隔
(20℃)

2-PL 180x10x 300

4：表記なきものはSM400Aとする。

橋脚受梁の腐食 橋脚受梁の腐食

A-A

A

A

1
0

4
0

1
0
0

4
0

50 =200

2@100

50

1
8
0

300

当て板補修　Ａ

1
0

4
0

1
0
0

4
01
8
0

当て板補修　Ａ

h=150,L=300

塗装塗替範囲

50

5
0

5
0

b部 a部

a部詳細 S=1:5b部詳細 S=1:5

50 300

50 2@100=200 50

2
4
0

5
0

1
8
0

1
0

4
0

1
0
0

4
0

当て板補修　Ａ
塗装塗替範囲

2
4
0

5
0

1
8
0

1
0

4
0

1
0
0

4
0

10 10

当て板補修　Ａ

2
4
0

2
4
0

図面の種類

図面番号縮     尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

京　浜　管　理　事　務　所

横浜新道　常盤台第一高架橋塗替塗装工事

常盤台第一高架橋　橋脚補修工

常盤台第一高架橋　橋脚補修工

ー
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